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１ 研究の目的・終了時の達成目標

２ 研究の主要な成果

３ 今後の展開方向

４ 開発した技術シーズ・知見の実用化により見込まれる波及効果及び国民生活への貢献

① 構造物表層の空気の通りやすさから緻密性を評価する非破壊試験法である表層透気試験を用いて、こ
れから得られる表層透気係数と摩耗量に相関があることを示した。

② 施工時に適切な養生を行うことによって、耐摩耗性の向上が期待できることを、室内実験と現場試験施工
によって示した。

③ 実水路で受ける劣化（乾湿繰返し、炭酸化、凍結融解、カルシウム溶脱）が補修材料の耐摩耗性に与え
る影響を明らかにした。

④ 強度と耐摩耗性に相関があることを示し、劣化による強度低下を間隙比（緻密性の度合い）の変化として
モデル化した。
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農業用用水路の補修工法の一つである無機系表面被覆工も摩耗劣化等によって被覆厚さが減少し、寿命

を迎えるため対策が必要となる。しかしながら、同一工法であっても施工された水路によって耐摩耗性が大き

く異なり、寿命も異なる。本課題では被覆工の耐摩耗性の評価手法の提案、耐摩耗性低下の把握を目的と

する。このため、耐摩耗性を現場で評価する非破壊手法を提案するとともに、他の劣化現象等が耐摩耗性に

およぼす影響を明らかにし、将来的な余寿命予測のためのモデル化を達成目標とする。

① 非破壊試験による現場評価法を現場施工管理に導入することで、適切な施工を奨励し、補修後
の性能向上を実現するための技術として提案する。

② 現場での摩耗量や状態モニタリングなどから、本課題で示した劣化モデルを検証しつつ、補修後
の余寿命予測技術開発を目指す。

【今後の開発目標】
① 2年後（2021年度）は、現場モニタリングにより本課題の成果の現場実証を行う。
② 5年後（2024年度）は、非破壊試験の現場実装と余寿命予測技術の開発を目指す。
③ 最終的には、一連の成果を「補修工法の性能向上と余寿命予測技術」として提案・実用化を目指す。

① 養生の効果によって、耐摩耗性が倍増することを現場試験施工で確認した。適切な施工を確実に行うため
に施工管理技術として表層透気試験の導入を目指す。耐摩耗性が倍増する場合、ライフサイクルコストを半
減することが見込める。

② 本成果が適用可能な基幹的な農業用用水路は、全国に約3.7万km整備されている。本成果等によるストッ
クマネジメントを確実に実施することで、再建設する場合よりも約3割のコスト縮減が期待でき、農業水利施
設の保全管理、更新を効率化できる。
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研究終了時の達成目標

研究の主要な成果

見込まれる波及効果及び国民生活への貢献

現地で被覆工の性能を評価する手法を提案するとともに、被覆工の耐摩耗性低
下の実態把握とモデル化を行う。

今後の展開方向

「被覆工」
長期間の使用（供用）によって鉄筋コンクリート製
開水路の表面は劣化（摩耗）している。これによっ
て、コンクリート（母材）の骨材（石）や鉄筋が露出
し、通水性能・安全性が低下している。これらの性
能の回復・母材の保護のために、水路内側に被覆
されるセメント系材料（ポリマーセメントモルタル）を
「被覆工」と呼ぶ。

母材

ポリマー
セメント
モルタル

被覆工

 空気の通りやすさ（表層透気係数）で表層の耐久性を評価
 表層透気係数が小さいほど耐摩耗性が高い

R² = 0.7452
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補修後の性能低下曲線

①非破壊試験による
施工管理
②施工時養生による
性能の向上

③他劣化との相互作用によ
る耐摩耗性の変化

④耐摩耗性（強度）の変化を
間隙比の変化としてモデル化

*「間隙比」材料の緻密性を表す指標

① 適切な施工・養生の奨励と非破壊試験による施工管理の現場普及を目指す

②現場モニタリングなどから本課題成果を検証することで余寿命予測手法の開発を目指す

 緻密なほど強度が高く摩耗しにくい
 劣化による強度・耐摩耗性の変化を間隙比で評
価できる

①現場試験法、余寿命予測の基礎となるモデルにより、営農を支える農業水利施設の合理的
維持管理・長寿命化の高度化が期待できる

②補修後の性能低下に関して得られた一連の知見により、施設長寿命化のための新たな補
修工法、診断技術開発の加速化が期待できる


